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ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向け、下記のとおり、ＳＤＧｓの推進に墨田区とともに取り組むことを
宣言します。

企業・団体名：

代表者　役職：

＜宣言日・変更日＞

当社では、ガラスびん製造現場における人材育成と技術継承の課題に対応するため、SDGs目標4「質の高い教育をみんなに」および目標8
「働きがいも経済成長も」に貢献する取組を推進しています。特に騒音が激しい製造現場においては、OJT（現場教育）の効率化と安全性
の確保が重要であり、その一環として音声が明瞭に伝達できる専用の機器を導入し、指導と習得の質を向上させています。また、デジタ
ル技術を活用したマニュアルの制作支援にも取り組んでおり、動画や図解を用いた分かりやすい教材を整備することで、年齢や国籍、経
験に関係なく技術の習得が可能となる環境を整えています。この取り組みは、製品の歩留まり・良品率の向上につながり、結果的にエネ
ルギー使用量の削減に貢献します。また、当社は今後も高い原料再利用率を維持し、地球環境に優しい事業運営を目指します。

当社はガラスびん製造業として、その優れた素材特性を活かした3Rを推進すると共に、
働き手不足と技術継承の課題に対しデジタル技術を活用し、誰もが活躍できる職場づく
りを推進しています。都市ガス利用によるCO2削減、原料の再利用率92％、PL保険加入、
人種差別のない採用、温暖化対策報告書の提出などを通じ、2030年までに持続可能な社
会の実現に貢献し、地域社会と共に成長する企業を目指します。

令和7年5月12日

株式会社大久保製壜所

大久保 統

当社では全社員が主体的に関わる「内製型システム開発」に取り組んでいます。既存の市販ソリュ
ーションに頼るのではなく、現場の声を反映しながら自社の業務に最適化されたシステムを独自に
構築・運用している点が、当社の大きな特徴です。開発・改善プロセスには現場の技術者や管理部
門が積極的に参加し、実務とシステムのギャップを即時に埋める柔軟な調整を実現しています。こ
の取り組みにより、作業効率や品質管理の向上に加え、社員のITスキルや課題解決能力の強化にも
つながっています。今後も現場主導のデジタル活用を軸に、持続可能な製造体制とSDGsの実現を目
指します。

・年間の新入社員の現場OJT実施回数　20回→60回/1人
・年間のIT研修実施回数　3回→6回/1グループ（4～5人単位
）
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